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都
市
部
の
動
向

第
一
節

近
代
都
市
行
政
機
構
の
成
立

神
戸
事
件
と
神
戸
の
治
安

神
戸
事
件

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
の
結
果
、

五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
坂
を
捨
て
て
江
戸
に
逃
れ
、
兵
庫
中
裕
行
柴
田
側
中
も

に
撤
収
し
た
翌
日
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
人
）
一
月
十

日
、
新
政
府
の
命
な
受
け
て
西
宮
啓
備
に
向
か
う

た
め
、
一
一
一
宮
神
社
前
を
通
過
中
の
家
老
臼
霞
帯
刀
率
い
る
備
前
諜
兵
が
、
隊
列
な
横
切
っ
た
外
国
人
に
発
砲
し
負
傷
さ
せ
る
と

い
う
事
件
が
起
き
た
。
英
・
仏
・
米
の
守
備
隊
は
直
ち
に
応
戦
し
、
翌
十
二
日
に
は
、
港
内
に
停
泊
中
の
諸
藩
の
艦
船
と
居
摺

地
を
家
事
的
制
圧
下
に
お
い
た
。
神
戸
は

触
即
発
の
緊
援
に
包
ま
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
神
戸
事
件
で
あ
り
、
王
政
復
古

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
明
治
新
政
府
が
、
最
初
に
一
伝
聞
し
た
外
交
事
件
で
あ
っ
た
。

み
ち
と
み

新
政
府
は
動
指
し
、
十
五
日
参
与
兼
外
悶
事
務
取
調
掛
東
久
肝
一
通
躍
を
勅
使
と
し
て
兵
庫
に
派
遣
し
、
王
政
複
合
を
諸
外
岡

に
通
告
す
る
悶
来
日
を
信
連
さ
せ
る
と
と
も
に
、
幕
府
が
幕
末
に
諸
外
聞
と
結
ん
だ
条
約
を
新
政
府
も
遵
守
す
る
出
向
、
外
隣
人
の

身
体
の
安
全
確
保
と
と
も
に
誓
約
さ
せ
た
。
さ
ら
に
外
悶
代
表
の
要
求
を
森
れ
、
各
国
公
使
に
附
抑
制
泌
す
る
と
と
も
に
、
発
砲
を

2 第一J'［；：近代梨明JUIの伊11p・



兵
庫
の
、
氷
福
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

直
接
命
じ
た
滝
善
一
一
一
郎
の
処
刑
と
家
者
日
授
の
謹
慎
処
分
を
決
定
し
た
。
滝
の
切
腹
は
、
ニ
月
九
日
、
各
国
代
表
見
証
の
も
と
、

事
件
後
、
政
府
は
と
り
あ
え
ず
神
戸
の
治
安
機
構
の
確
立
を
急
い
だ
。

警
備
な
命
じ
、
以
後
、
明
治
四
年
（
一
八
七

一
月
十
五
日
、
藤
摩
・
一
長
州
阿
藩
に
兵
庫
・
神
戸
の

）
四
月
に
府
摺
地
の
関
門
を
廃
止
す
る
ま
で
、
入
れ
符
わ
り
で
阿
波
藩
、
津
山
藩
、

岸
和
田
藩
、
和
歌
山
滞
に
関
門
的
同
備
を
命
じ
た
。
ま
た
慶
応
四
年
五
月
に
は
兵
庫
町
民
が
組
織
し
た
市
兵
「
兵
J

聞
隊
L

に
も
関

門
抑
パ
儒
を
命
じ
た
。
た
だ
し
こ
の
兵
庫
隊
は
、
翌
明
治
二
年
間
月
、
府
県
兵

近代都市行政機構の成立
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事jl戸本件発生地の碑があるさ三宮神社

を
禁
ず
る
太
政
官
の
方
針
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
こ
こ
で
関
門
と
い

う
の
は
、
慶
応
一
一
一
年
十
二
月
、
兵
庫
開
潜
と
同
時
に
幕
府
が
設
け
た
、
居
留

地
お
よ
び
雑
居
地
で
あ
っ
た
神
戸

ツ
茶
屋
・
走
水
の
一
一
…
カ
村
を
取
り
囲

む
、
街
貿
易
取
締
り
の
た
め
の
一
七
の
榔
門
の
内
生
問
鳥
居
前
・
宇
治
川
・

揺
原
口
の
一
一
一
門
の
こ
と
で
あ
る
。
全
国
的
に
関
所
が
廃
止
さ
れ
た
明
治
二
年

に
も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
く
存
続
し
、
む
し
ろ
庶
民
州
諸
陵
反
乱
な
ど
が
相
次

い
だ
明
治
四
年

月
に
は
九
円
に
玄
で
増
設
さ
れ
、
同
年
四
月
に
い
た
っ
て

よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
た
。

写真 l

し
か
し
、
こ
う
し
た
関
門
や
軍
隊
に
よ
る
居
留
地
努
備
は
、

ポ
リ
ス
の

鼓
備

あ
く
ま
で
も
動
乱
期
の
一
時
的
な
措
置
で
あ
り
、
廃
藩
置
県

も
行
わ
れ
国
内
治
安
が
二
応
閉
復
さ
れ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
む
し
ろ
警
察
機
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構
の
整
備
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
初
年
に
お
け
る
諸
制
度
の
改
変
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
今
日
そ
れ
を
振
り
返
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

警
察
制
度
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
と
り
あ
え
ず
一
一
一
つ
の
時
期
に
区
切
っ
て
、
兵
庫
県
に
お
け
る
警

俊
一
小
制
度
の
成
立
過
程
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

第
一
期
は
、
慶
応
間
年
四
月
、
と
り
あ
え
ず
元
大
坂
町
奉
行
所
与
力
・
関
心
一
一
一

O
人
が
神
戸
詰
め
を
命
じ
ら
れ
て
か
ら
、
明

治
一
一
一
年
間
月
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
慶
応
四
年
五
月
、
兵
庫
裁
判
所
外
務
局
所
属
の
八
名
が
市
中
取
締
役
兼
務
を
命
じ
ら

れ
、
神
戸
最
初
の
警
察
機
構
が
誕
生
す
る
が
、
そ
れ
は
す
ぐ
に
廃
止
さ
れ
、
同
年
（
明
治
一
万
年
）
九
月
か
ら
は
捕
亡
方
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
時
期
の
警
察
機
構
の
特
砲
は
、
第

に
、
ほ
ぼ
事
務
が
司
法
警
祭
事
務
（
簡
単
に
い
う
と
既
発
の
犯
罪
の
取
締
り
）
に
限

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、

『
兵
庫
県
警
察
史
』
に
「
市
中
見
想
り
担
当
捕
亡
方
の
補
助
員
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
「
廻

り
方
組
頭
」
で
あ
る
。

こ
の
制
度
は
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
長
吏
下
小
頭
制
を
引
継
い
だ
も
の
と
み
ら
れ
る
」
と
あ
る
よ
う

に
、
な
お
近
世
の
治
安
機
構
を
引
き
継
い
だ
聞
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
捕
亡
方
、
が
廃
止
さ
れ
た
の
が
明
治
一
一
一
年
四
月
で

あ
っ
た
。
第
二
期
は
、
捕
亡
方
廃
止
か
ら
、
明
治
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
地
方
官
会
議
に
お
い
て
「
地
方
警
察
諮
問
」
に
関
す
る

討
議
が
な
さ
れ
、
地
方
警
察
機
構
の
整
備
が

に
進
み
始
め
る
時
点
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
警
察
機
構
の
特
徴
は
、
司

法
警
察
か
ら
む
し
ろ
犯
罪
の
予
妨
｜
｜
i

当
時
そ
れ
を
し
ば
し
ば
っ
人
民
保
護
」
と
表
現
し
た

l
iを
目
的
と
し
た
行
政
警
察
へ

の
重
点
の
移
動
に
あ
っ
た
。
明
治
一
一
一
年
描
亡
方
が
廃
止
さ
れ
、

か
わ
っ
て
逮
捕
掛
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
兵
庫
県
に
お
け

る
行
政
脅
祭
確
立
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
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し
か
し
、
そ
れ
に
は
犯
罪
が
発
生
し
た
時
だ
け
で
は
な
く
、

日
常
的
に
市
民
生
活
に
介
入
し
犯
罪
予
防
の
任
に
あ
た
る
行
政

警
察
を
新
し
く
つ
く
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
明
治
一
一
一
年
末
、
兵
庫
県
は
、
神
奈
川
県
に
ポ
リ
ス
指
導
員
の
派
遣
を

要
請
し
、
市
民
的
響
察
の
あ
り
方
を
含
む
西
欧
式
ポ
リ
ス
制
度
導
入
の
検
討
に
と
り
か
か
っ
た
。
神
奈
川
県
か
ら
の
田
答
は
ポ

リ
ス
制
度
が
高
備
に
つ
く
こ
と
を
理
由
に
し
た
派
浪
拒
否
の
田
容
で
あ
っ
た
が
、
十
二
月
二
十
四
日
、
太
政
官
か
ら

J
一
一
府
並

び
に
開
港
場
取
締
心
得
」
が
布
告
さ
れ
た
の
な
き
っ
か
け
に
、
今
度
は
そ
の
本
格
的
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治

四
年
ニ
月
逮
捕
附
属
と
し
て
仮
に
、
間
年
四
月
巡
整
組
と
し
て
正
式
に
、
兵
庫
県
は
ポ
リ
ス
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。
明
治
四
年

四
月
十
日
兵
庫
県
は
駐
神
戸
英
障
領
事
ガ
l
ル
に
、
巡
整
組
の
発
足
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
倍
達
し
た
。

の

ヲ
以
テ
啓
達
致
シ
候
。
陳
ブ
レ
パ
今
般
当
照
一
一
於
一
ア
管
内
人
民
保
護
ノ
為
メ
巡
猿
組
ヲ
霞
キ
、
別
紙
ノ
通
リ
服
議
柏

定
メ
、

ノ
内
ヨ
リ
取
立
テ
候
問
、
此
ノ
投
御
承
知
ノ
為
メ
山
中
シ
候
。
就
テ
ハ
若
シ
貴
闘
人
民
不
都
合
等
コ
レ
有
リ
取

押
へ
投
節
ハ
、
右
巡
整
組
ヨ
リ
各
国
居
留
地
ポ
リ
ス
へ
引
渡
ス
可
ク
侯
得
共
、
事
柄
－
一
段
叫
リ
テ
ハ
取
締
長
官
ノ
内
ヨ
リ
寵

近代都市行政機構の成立

日
一
交
錯
エ
忍
連
レ
申
ス
可
キ
儀
モ
コ
レ
有
ル
ニ
付
、
此
ノ
段
御
承
知
コ
レ
有
リ
ノ
度
ク
投
（
『
兵
庫
裁
判
所
関
係
文
議
官
』
）
。

巡
整
組
が
っ
士
官
」
ク
ラ
ス
の
人
々
か
ら
な
る
「
人
民
保
護
」
の
た
め
の
、
本
格
的
な
ポ
リ
ス
制
度
を
目
指
し
て
つ
く
ら
れ

た
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
巡
整
級
の
経
費
に
は
当
間
貿
易
五
産
金
と
神
戸
貿
易
会
所
蓄
積
金
が
充
当
さ
れ
る
こ

ら
そ
っ

た
だ
し
そ
の
後
、
巡
整
卒
の
名
称
は
、
濯
卒
、
番
人

と
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
巡
整
組
は
一
種
の
自
治
体
警
察
で
あ
っ
た
。

と
一
一
転
し
、
さ
ら
に
明
治
八
年
三
月
に
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
っ
行
政
警
察
規
則
」
に
よ
っ
て
躍
卒
、
第

田
地
方
官
会
議
の
結

λ
日ぃ
F第

果
巡
査
に
変
更
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
第
一
一
期
に
は
、
司
法
警
察
と
行
政
加
わ
ゆ
祭
が
い
ま
だ

体
化
さ
れ
ず
、
し
ば
し
ば
両
者
の
権
限
争
い
も
表
面
化
し
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た
。
捕
亡
方
廃
止
の
後
、
し
ば
ら
く
は
廻
り
方
組
頭
が
司
法
警
察
を
管
掌
し
て
い
た
が
、
明
治
五
年
七
月
捕
亡
吏
お
よ
び
捕
亡

吏
付
属
が
任
命
さ
れ
る
と
廻
り
方
は
廃
止
さ
れ
た
。

そ
の
捕
亡
吏
と
行
政
警
察
組
織
と
の
権
限
調
整
を
行
う
た
め
に
、
明
治
六

年
七
月
に
は
「
捕
亡
吏
並
に
付
属
職
掌
概
別
L

が
制
定
さ
れ
た
。

第
一
二
期
は
、
第
一
回
地
方
官
会
議
が
行
わ
れ
た
明
治
八
年
か
ら
警
察
機
構
が
ほ
ぼ
完
成
な
み
た
明
治
十
九
年
頃
に
か
け
て
の

時
期
で
あ
る
。
明
治
八
年
六
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
七
日
に
か
け
て
、
佐
賀
の
乱
な
ど
で
一
年
延
期
に
な
っ
て
い
た
第
一
回
地

ガ
官
会
議
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
は
次
の
つ
地
方
警
察
議
開
ニ
付
議
案
」
が
最
初
に
討
議
さ
れ
た
。

~~ 

条

ノ
金
額
タ
ル
、
明
治
七
年
ノ
概
計
ヲ
按
ズ
ル
一
一
、

つ
い
や

一
歳
中
耗
ス
所
八
十
一
一
一
万
円
余
ト
ス
。
東
京
府
ヲ
除
ク
其
ノ
内

官
費
民
費
ノ
一
弘
分
ヲ
検
ス
ル
ニ
、

四
十
四
万
円
余
ヲ
民
費
ト
ス
（
略
）
。
今
警
察
ヲ
厳
密
ユ

と
ん
し
ょ

セ
ン
ト
シ
、
其
ノ
設
置
ス
ベ
キ
官
吏
以
下
謹
卒
、
月
給
被
服
及
ピ
出
張
所
屯
所
分
屯
所
、
其
ノ
他
件
々
ノ
費
用
ヲ
概
算
ス

お
も

ル
一
一
、
前
年
ノ
数
倍
ニ
主
ル
ベ
シ
。
惟
フ
ニ
此
ノ
金
額
、
前
年
ノ
比
例
ヲ
以
テ
、
民
費
一
一
賦
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ペ
恐
ラ

た

と

ク
ハ
民
力
ノ
地
ル
所
ユ
有
一
フ
ザ
ラ
ン
。
依
テ
今
仮
令
ヘ
バ
、

八
万
円
余
ヲ
官
費
ト
シ
、一

県
ノ
持
察
費
一
一
一
万
円
ト
シ
、
此
ノ
金
額
三
分
ノ
二
、
一
一
万

円
ヲ
官
費
ト
シ
、
一
一
一
分
ノ
一
、

一
万
円
ヲ
民
費
ト
為
ス
ベ
シ
。

第
二
条

明
日
察
係
官
員
以
下
謹
卒
ノ
員
数
ぺ
地
方
ノ
突
況
一
一
白
リ
、
之
ヲ
定
ム
可
シ
ト
雌
そ
、
大
凡
其
ノ
数
ヲ
定
メ
ザ
ル
可
カ
ラ

ズ
。
就
テ
ハ
京
坂
両
府
内
、
及
ピ
神
奈
川
兵
庫
長
崎
一
一
一
港
内
ヲ
除
キ
、
其
ノ
他
ノ
地
方
一
一
於
テ
ぺ
人
口
凡
十
万
ヲ
以
テ

一
出
張
所
ノ
区
域
ト
ナ
シ
、

一
人
瀧
卒
双
十
人
ヲ
綬
キ
、
該
区
中
叉
七
屯
所
八
屯
所
ヲ
鼠
イ
一
ア
、
派
出
交
番
セ
シ
ム
、
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外
ニ
本
庁
－
一

す
ぷ

一
一
人
ヲ
置
キ
、
管
内
ノ
警
察
事
務
ヲ
撤
ル
モ
ノ
ト
ス
可
シ
。

第
三
条

議
卒
ハ
口
問
行
方
正
一
一
シ
一
ア
、
身
体
強
健
ノ
者
ニ
非
ザ
レ
パ
、
其
ノ
職
一
一
任
ジ
難
シ
。
之
ヲ
召
集
ス
ル
一
一
、
規
格
ヲ
以
テ
セ

ザ
レ
パ
、
激
撰
ノ
弊
ヲ
免
レ
ズ
。
四
一
ア
左
ノ
如
ク
、
合
格
表
ヲ
以
テ
召
集
ス
可
シ
。

、
年
齢
二
十
五
歳
ヨ
リ
四
十
五
歳
迄
ノ
者

普
通
読
書
差
問
へ
無

二
、
強
壮
ニ
シ
テ
身
ノ
丈
ケ
五
尺
以
上
ノ
者

Jレi「戸

回
、
一
一
一
ヶ
年
勤
続
護
支
へ
無
キ
者

五
、
徽
滋
叉
ハ
悶
『
民
ノ
患
無
キ
者

ハ
、
性
質
謹
厚
陪
忍
ニ
シ
テ
酒
癖
等
無

キ
者

七
、
身
一
万
正
ジ
ク
保
証
人
一
一
名
以
上
有
ル
者

入
、
寝
テ
破
廉
恥
及
ピ
鱗
罪
（
財
物
を
不
正
に
取
得
す
る
界
）
等
犯
セ

シ
コ
ト
コ
レ
無
キ
者
（
「
地
方
官
会
議
日
誌
」
）

第
三
条
は
巡
整
組
設
立
の
趣
旨
と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
議
案
の
討
議
に
お
い
て
、
兵
庫
県
令
神
田
孝
平
が
ほ
と
ん
ど
の

局
面
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
ま
で
一
一
一
府
間
滞
場
に
限
定
さ
れ
て
い
た
、
西
欧
の
ポ
ヲ
ス
制
度
に
範
を
と
っ

近代都市行政機構の成立

た
近
代
的
脅
祭
制
度
確
立
の
努
力
が
こ
の
第
一
閉
地
方
官
会
議
に
お
け
る
討
議
な
き
っ
か
け
に
、
全
国
化
し
た
の
で
あ
る
。

当
然
兵
庫
県
に
お
い
て
も
こ
の
地
方
官
会
議
を
契
機
に
欝
察
制
度
の
確
立
が
格
段
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
八
年
に
は

新
設
の
兵
庫
県
第
四
課
に
よ
っ
て
懸
案
で
あ
っ
た
行
政
讐
察
と
司
法
警
察
の
統
一
が
は
か
ら
れ
、
明
治
十
年
一
一
月
に
は
兵
庫
警

察
署
ほ
か
入
警
察
署
が
設
陸
さ
れ
、
明
治
十
二
年
二
月
に
は
、
郡
区
町
村
一
綿
制
法
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
一
区
役
所
・
一

/¥ 
郡

役
所
（
三
一
ニ
郡
）
に
対
応
す
る
（
た
だ
し
神
戸
区
に
は
兵
臨
時
加
す
祭
器
と
神
戸
努
察
署
）
一
一
一
五
の
警
察
署
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
を
統
轄
す
る
警

第一節

察
本
署
も
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
跨
治
十
四
年
十
一
月
に
は
、
県
警
察
機
構
を
統
轄
す
る
役
職
と
し
て
鳩
山
部
長
（
奏
任
官
）
が

耀
か
れ
た
。
な
お
こ
の
措
院
に
よ
っ
て
、
県
下
の
警
察
を
統
轄
す
る
警
部
長
は
内
務
卿
が
寵
接
選
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
内
務

近代・現代！援5と罰百N7 



省

i
県
令
（
知
事
）
の
ラ
イ
ン
か
ら
も
自
立
し
た
悶
家
警
察
の
ラ
イ
ン
が
確
立
し
た
。

か
く
て
、
明
治
十
九
年
ご
ろ
、
警
察
本
署

警
察
署
l
分
署
交
番
所
の
体
系
が
ほ
ぼ
確
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

2 

地
方
行
政
機
構
の
確
立

兵
庫
県
の

誕
生

と
こ
ろ
で
、
近
代
国
家
に
と
っ
て
行
政
警
察
機
構
の
裕
立
の
意
味
は
、
治
安
機
構
の
確
立
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
く
、

般
行
政
機
構
確
立
の
前
提
と
し
て
の
意
味
が
大
き
か
っ
た
。
近
代
間
家
の
行
う
「
人
民
保
護
」
の

た
め
の
行
政
は
、
封
建
僚
主
の
行
う
消
極
的
な

i
i社
会
に
お
け
る
内
済
機
能
の
存
在
を
前
提
と
し
た
｜
｜
政
治
と
は
異
な
り
、

余
り
に
積
桜
的
に
市
民
生
活
に
関
与
し
て
い
く
ゆ
え
に
、

一
つ
と
し
て
、
市
民
の
間
に
利
害
の
対
立
を
呼
び
起
こ
さ
な
い
も
の

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
道
一
本
ひ
く
に
し
て
も
、
学
校
一
つ
建
設
す
る
に
し
て
も
、
市
民
の
利
害
は
お
互
い
に
激
し
く
ぶ
つ
か

り
合
う
。
対
立
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
抑
止
す
る
力
が
必
要
と
な
る
。
だ
か
ら
行
政
曾
察
の
整
備
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
一
般
行
政
は

確
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

よ
う
や
く
行
政
哲
察
機
構
の
確
立
が
進
み
始
め
る
明
治
四
年
頃
ま
で
は
、
兵
庫
県
に
お
い

て
も
、
他
府
県
間
様
、
表
部
的
な
、
兵
庫
仮
事
務
所
か
ら
兵
庫
鎮
台
（
燦
応
四
年
一
月
二
十
二
日
）
、
兵
庫
裁
判
所
（
二
月
二
日
）
、
兵

庫
県
（
五
月
二
十
三
日
）

へ
と
い
っ
た
名
称
変
更
の
激
し
さ
や
、
県
域
変
動
の
激
し
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
政
に
関
し
て
は
基

本
的
に
旧
慣
踏
襲
の
方
針
が
と
ら
れ
た
。

な
お
兵
庫
県
の
県
域
は
、
明
治
初
年
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
が
そ
れ
を
倒
単
に
ま
と
め
て
お
く
と
次
の
表
1
の
通
り
で
あ

る
。
兵
庫
裁
判
所
か
ら
兵
庫
県
が
受
け
継
い
だ
兵
庫
県
の
管
轄
地
は
摂
津
田
郡
（
武
庫
・
菟
原
・
八
部
・
有
馬
）
の
出
幕
領
と
嬬
磨

8 第一主主： 近代数日丹期の事fl戸



近代都市行政機構の成立P守
1
4
釘炉第

廃詩普賢j県後の県統合表 I

（明治9年8月）（明治4年11月）際法霞i県後

兵庫県兵庫県兵庫県ー

田安五年

飯野藩

尼崎県尼崎藩

古河漆 1~V1I県

浅）ちy芸

三JJ:ll果

浅尾落

三回務

市
域
に
管
帥
問
地
を
も
っ
た
務
・
問
削

~10J京！泉

明石県

半原i洛

明布？蒋

各
部
に
散
在
す
る
出
幕
館
、
地
で
あ
っ
た
が
、
日
て

近代・現代

れ
が
徐
々
に
藩
領
の
整
理
な
ど
で
附
膨
張
し
な
が

ら
明
治
四
年
じ
月
の
’
崩
落
置
県
直
後
の
兵
庫
県

日霊史編N

に
受
け
継
が
れ
、
以
後
表
ー
の
よ
う
な
変
還
を

名東j泉（淡路）

の
旧
慣
踏
襲
に
終
止
符
を
打

た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
九
年
に
は

ほ
ぽ
現
在
の
県
域
が
磯
定
し
た
。

さ
て
兵
路
県
が
よ
う
や
く
そ

一
戸
籍
の
制
定

b

り
、
近
代
的
地
方
行
政
の
確
立
に
向
け
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
、
明
治
四
年
間
月
間

日
の
一
戸
籍
法
の
発
布
を
契
機
に
し
て
で
あ
っ
た
。

一
戸
籍
法
を
制
定
し
た
政
府
は
、
川
中
に
国
民
に
租

税
と
兵
役
そ
の
他
の
義
務
を
課
す
る
た
め
だ
け

で
な
く
、
悶
悶
に
適
切
な
政
治
的
保
護
を
与
え

る
た
め
に
、
そ
の
台
帳
と
し
て
戸
籍
の
編
制
を

、
、
守
狗
司
。

、LV
J
トド

つ

ま

び

ら

か

み

だ

一
戸
数
人
口
氏
ブ
詳
ニ
シ
テ
狼
リ
ナ
一
フ
ザ
ラ

9 



シ
ム
ル
ハ
、
政
務
ノ
最
モ
先
ン
ジ

ン
ズ
ル
所
ナ
リ
。
夫
レ
全
日
出
人
民
ノ
保
護
ハ
大
政
ノ
本
務
ナ
ル
コ
ト
素
ヨ
リ
云
ブ
コ

ト
ヲ
待
タ
ズ
。
然
ル
ニ
其
ノ
保
護
ス
ベ
キ
人
民
ヲ
詩
ニ
セ
ズ
、
何
ヲ
以
テ
其
ノ
保
護
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
施
ス
ヲ
得
ン
ヤ
。
同
一
応

レ
政
府
一
戸
籍
ヲ
詳
ニ
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
儀
ナ
リ
。
又
人
民
ノ
各
安
政
ヲ
得
テ
其
ノ
生
ヲ

ひ
い
ん

護
ノ
庇
蔭
ニ
ヨ
一
ブ
ザ
ル
ハ
ナ
シ

ル
所
以
ノ
モ
ノ
ペ
政
府
保

こ
れ
は
戸
籍
法
前
文
の
一
節
で
あ
る
が
、
戸
籍
法
と
い
う
法
律
が
、

一
人
一
人
の
問
民
を
、
自
立
自
助
型
の
個
人
と
し
て
で
は

な
く
、

「
政
府
保
護
の
庇
蔭
」
に
よ
る
以
外
に
「
安
康
ヲ
得
テ
其
ノ
生
ヲ
遂
ル
し
こ
と
の
で
き
な
い
、
言
い
換
え
る
と
出
家
の

行
政
的
保
護
な
し
で
は
生
き
て
行
け
な
い
、
政
府
依
存
的
な

i
iー
そ
の
限
り
で
他
力
本
願
型
の
｜
｜
「
人
民
一
と
し
て
と
ら
え

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
戸
籍
法
の
制
定
が
近
代
的
行
政
確
立
の
契
機
に
な
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

一
戸
籍
法
は
、
一
戸
籍
作
成
の
た
め
の
調
査
開
始
日
時
を
、

一
般
に
明
治
五
年
二
月
と
予
定
し
て
い
た
が
、
東
京
・
京
都
・
大
阪

の
一
一
一
府
間
様
っ
人
民
繭
鞍
ノ
地
」
で
あ
る
兵
庫
県
で
は
、
明
治
四
年
六
月
は
や
く
も
一
戸
籍
調
査
が
間
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に

六
月
に
は
兵
庫
・
神
戸
に
六
区
（
第
一
区
民
兵
庫
悶
級
、
第
二
区
H
兵
隊
北
総
、
第
三
区
H
兵
隊
荷
刻
、
第
四
区
H
神
戸
上
州
側
、
第
五
区
H

神
戸
市
叩
・
下
組
、
第
六
区
H
柳
原
廊
）
が
設
け
ら
れ
、
従
来
の
名
主
が
戸
長
と
改
め
ら
れ
た
。

つ
い
で
八
月
に
は
、
外
国
人
雑
居
地

内
村
落
お
よ
び
市
街
地
周
辺
地
も
あ
わ
せ
て
、

改
め
て
一

O
区
（
第

区
H
神
戸
上
組
、
第
二
区
H
神
戸
中
・
下
組
、
第
三
区
日
行
生

m

宮
村
外
四
ケ
村
、
第
四
区
H
坂
本
村
外
五
ケ
村
、
第
五
区
日
付
福
原
町
、

第
六
区
れ
れ
兵
庫
同
組
、

第
七
区
H
兵
庫
中
間
組
、
第
八
区
H
兵
庫
下
問

組
、
第
九
区
H
兵
庫
北
組
、
第
一

O
区
H
兵
隊
商
組
）
が
設
け
ら
れ
、
県
下
全
域
も
六
四
区
に
分
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
廃
藩
時
間
開
後
の

明
治
五
年
ニ
月
に
は
、
県
域
拡
張
に
伴
っ
て
、
神
戸
・
兵
庫
の
市
街
に
つ
い
て
は
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
全
県
は
五

O
況
に
一
持

編
さ
れ
た
。

IO 鋭、一君主 近代幾明封切の事jlJ"i



一
戸
籍
区
か
ら

行
政
区
へ

そ
し
て
こ
の
戸
籍
区
が
行
政
一
民
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
明
治
五
年
四
月
の
太
政
官
布
告

七
号
（
族
連

第

O
六
号
）
に
よ
っ
て
町
村
の

名
主
・
年
寄
が
路
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
「
土
地
人

民
ニ
関
係
之
事
件
ハ

切
」
を
取
り
扱
う
戸
長
・
朝
一
戸
一
長
が
怪
か
れ
た
。

部
一
戸
長
に
は
当
国
従
来
の

・
名
主
・
年

容
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
六
月
十
七
日
に
は
改
め
て
次
の
よ
う
な
人
材
設
用
の
方
針
が
う
ち
出
さ
れ
た
。

同
定
マ
デ
市
在
役
人
入
札
ノ
節
、
出
弊
去
ラ
ズ
、
只
々
門
地
富
有
ノ
者
ノ
ミ
相
撲
ミ
候
向
モ
コ
レ
有
リ
、
開
化
ノ
今
日
右
様

長い
U

》匂

ノ
弊
風
向
存
在
候
一
ア
ハ
御
趣
意
－
一
惇
リ
相
済
マ
ザ
ル
事
日
一
段
条
、
自
今
ハ
仮
令
借
家
住
ヒ
ノ
者
ト
イ
へ
共
苦
シ
カ
ラ
ズ
候

問
、
必
ズ
当
器
人
望
コ
レ
有
ル
者
ヲ
挽
挙
致
ス
ベ
シ
（
同
派
達
二

O
号）

さ
ら
に
八
月
、

一
区
に
一
人
の
区
長
を
置
く
こ
と
、
お
よ
び
一
民
庶
民
に
つ
い
て
も
「
家
格
ヲ
論
ゼ
ズ
人
望
才
カ
コ
レ
有
担
、
用
弁

相
成
り
候
者
、
村
々
一
戸
長
井
ピ
ニ
小
前
之
内
重
立
チ
挟
者
ヨ
リ
公
撰
入
札
」
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て

一
体
不
可
分
の
行
政
区
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

近代都市行政機構の成立

た
だ
し
、
当
初
戸
籍
事
務
の
み
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
区
を
、
そ
の
ま
ま

般
行
政
単
位
と
し
て
使
う
こ
と
に
は
自
ず
か
ら

無
理
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
戸
籍
区
を
行
政
区
に
す
る
た
め
に
は
行
政
の
規
模
に
応
じ
た
区
の
再
編
が
当
商
必
要
と
さ
れ
た
α

公

選
戸
長
が
置
か
れ
た
明
治
五
年
六
月
に
は
ま
ず
神
戸
・
兵
庫
市
街
地
一

O
区
が

（
一
区
H
m
一
J
一
一
一
区
、
二
区
H
旧
四
区
、

区
立
mm
五
J
一
O
区
）
に
、
七
月
に
は
そ
れ
が
さ
ら
に
一
一
区
（
一
区
H
m
一
区
、
二
区
れ
れ
旧
二
・
一
一
一
区
i
i神
戸
区
と
兵
庫
区
）
に
、

;"¥ 
月

に
は
、
今
度
は
全
県
下
五

O
区
、
が
一
九
区
に
（
市
街
地
に
変
突
然
し
）
統
合
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
前
記
の
よ
う
に
八
月
、
各
区
に
公

節第

選
一
以
一
長
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
行
政
区
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
作
業
は
決
し
て
こ
れ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
行
政
区
を
政
治
的
に
安
定

近代・王立fl;:日主史編rvII 



さ
せ
る
た
め
に
新
た
に
一
一
つ
の
方
向
が
追
求
さ
れ
た
。

第
一
は
、
住
民
に
対
す
る
区
一
戸
長
の
独
立
性
を
高
め
行
政
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず
は
区
一
戸
長
を
「
官
吏
化
一

し
て
い
く
方
向
で
あ
っ
た
。
明
治
七
年
一
一
一
月
に
は
戸
長
の
官
等
が
等
外
一
一
一
等
、
副
一
戸
長
が
等
外
四
等
と
さ
れ
、
翠
八
年
一
一
一
月
に

は
戸
長
が
等
外
一
等
、
副
一
戸
長
が
等
外
二
等
に
改
め
ら
れ
た
。
法
統
的
権
威
に
欠
け
る
区
一
戸
信
託
に
行
政
機
構
の
長
と
し
て
の
権

威
を
与
え
る
た
め
の
施
策
で
あ
っ
た
。

公
選
民
会

の
準
備

第
二
は
、
各
レ
ベ
ル
の
行
政
区
に
議
会
を
設
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
選
民
会
合
｝
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
町

村
の
よ
う
に
伝
統
的
な
共
向
体
で
も
な
く
、
と
い
っ
て
単
純
な
国
家
の
一
部
で
も
な
い
各
レ
ベ
ル
の
行
政
ほ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
公
共
的
性
格
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
神
間
孝
平
兵
庫
県
令
は
、
明
治
六
年
十
一
月
二
十
六
日
に
次
の
間
項
か
ら
な
る
会
議
奨
励
の
布
達
止
を
出
し
町
村
会
を
た
一

礎
に
区
会
を
、
区
会
を
基
礎
に
県
会
を
と
い
っ
た
、
下
か
ら
の
積
み
上
げ
方
式
に
よ
る
民
会
開
設
を
奨
励
し
た
。

一
、
会
議
之
儀
は
、
御
判
官
文
第
二
背
中
広
く
会
議
を
起
し
万
機
公
論
に
決
す
べ
し
と
の
、
巾
山
市
怠
を
奉
じ
候
儀
に
こ
れ
有
り
、

お
お
せ
い
だ

朝
廷
に
於
て
も
追
々
取
開
き
相
成
り
候
趣
、
兼
て
仰
出
さ
れ
こ
れ
有
り
侠
に
付
、
当
県
に
於
て
も
県
会
区
会
町
村
会
次

第
に
取
開
き
候
条
、
此
の
同
防
相
心
得
ベ
き
事

二
、
此
の
度
先
づ
町
村
会
仮
規
則
弁
び
に
心
得
世
首
相
違
し
候
問
、
右
に
照
準
し
精
々
取
開
き
山
中
す
可
く
、
町
村
会
体
裁
略

々
相
立
ち
候
は
ば
、
其
の
と
一
民
会
其
の
上
県
会
と
次
第
に
追
っ
て
取
開
き
山
中
す
一
吋
き
事

一
一
一
、
会
議
は
元
来
衆
庶
公
向
の
利
裁
を
計
り
取
設
け
候
犠
に
付
、
衆
庶
の
迷
惑
を
顧
み
ず
押
し
て
執
行
候
趣
意
に
は
こ
れ

無
く
候
問
、
事
実
迷
惑
に
存
じ
候
町
村
に
於
て
は
当
分
見
合
ぜ
候
犠
苦
し
か
ら
ず
候
問
、

其
の
回
日
出
叩
出
づ
可
き
事
（
以
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下
線
）

問
、
此
の
世
相
渡
し
侯
規
則
は
仮
に
取
設
け
侠
犠
に
こ
れ
有
り
、
本
規
則
の
儀
、
間
以
会
区
会
共
に
相
整
ひ
侯
上
篤
と
衆
議

の
上
確
定
致
す
可
き
市

そ
し
て
こ
の
た
め
の
「
仮
規
則
ー
一
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
、
次
に
掲
げ
る
「
民
会
議
事
章
抑
制
略
」
、
お
よ
び
「
町
村
会
議
事
心

得
し
を
公
布
し
、
後
に
一
本
規
出
」
と
し
て
、
明
治
七
年
五
月
に
「
区
会
議
事
略
則
一
を
、
明
治
八
年
九
月
に
「
県
会
議
員
選

科
学
規
則
」
を
制
定
し
た
。

な
お
こ
の
時
の
兵
隊
県
会
は
明
治
八
年
五
月
三
十

日
に
一
度
開
催
さ
れ
た
（
ま
た
詳
約
は
不
明
だ
が

同
年
十
二
月
四
日
に
は
県
令
神
間
孝
蕊
ー
に
よ
っ
て
「
務
工
商
鑑
札
料
納
付
期
間
山
ノ
議
」
他
五
件
の
決
議
を
行
う
た
め
に
、

各
区
か
ら
区
長
お
よ

び
議
員
一
名
の
召
集
が
行
わ
れ
て
い
る
）
。

託
会
議
事
章
程
略

i!j'~ 

近代都市行政機構の成立

一
、
県
会
一
民
会
町
村
会
取
開
き
候
事

A

一
、
県
会
又
は
区
長
…
再
出
席
、
令
参
事
の
内
議
長
た
る
べ
き
事

但
し
年
内
両
度
則
自
は
追
て
相
述
す
可
き
事

区
会
又
は
区
内
戸
長
副
一
戸
長
の
内
二
円
以
宛
出
席
、
区
長
正
副
の
内
議
長
た
る
べ
き
事

例
一
し
年
内
問
度
期
日
は
追
て

議
定
致
す
可
き
ふ
れ

問
、
町
村
会
に
於
て
は
、
設
（
の
町
村
内
に
住
居
し
、
第

一
爪
す
規
則
適
当
性
る
者
二
十
人
以
下
を
公
選
し
、
議
事
役

第一節

と
し
て
戸
長
正
副
の
内
議
長
た
る
べ
き
事

但
し
毎
月
一
度
指
期
日
を
定
む
べ
き
事

五
、
議
事
役
は
総
て
無
給
た
る
べ
き
事

）［［｛＼：.現代i援史製品IV工3
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一
、
各
町
村
一
戸
長
役
場
に
選
挙
人
姓
名
娠
を
設
く
べ
き
心
不

－
－
、
各
町
村
内
に
居
住
し
、
地
而
山
本
作
等
不
動
渡
所
持
人
を
選
挙
人
と
名
づ
け
、
放
（
の

の
姓
名
を
前
条
の
帳
関
に
設

記
す
べ
き
事

但
し
十
六
歳
未
満
の
者
は
除
く
可
き
事

二
、
布
不
動
産
質
入
れ
書
入
れ
等
致
し
こ
れ
有
り
倹
は
ば
其
の
取
り
主
人
を
選
挙
人
と
致
す
可
、
夕
、
事

問
、
他
所
の
人
に
て
其
の
町
村
内
に
右
の
不
動
産
を
所
有
致
し
候
は
ば
、
其
の
名
代
人
を
選
挙
人
中
に
加
ふ
べ
き
呪

五
、
右
選
法
γ

人
単
減
変
改
こ
れ
有
る
節
、
早
速
帳
両
改
正
す
る
は
戸
…
い
た
の
任
た
る
べ
き
事

ti~ 

、
各
町
村
に
於
て
ん
均
年

の
割
合
の
通
り
議
事
役
を
選
挙
す
べ
き
本

度
選
挙
人
五
選
の
法
を
以
て
、

人
口
百
人
未
満
の
町
村
に
て
は
十
人

Jri] 

人
以

人

！？司

A

d

－－、、
1
へ
4

4

一
下
仁

1
ノ
ト
』
I
i

十
二
人

（略）

lnJ 

千

人
上j、

人

J

一
、
右
五
選
の
節
、
又
は
選
挙
人
一
向
出
席
衆
人
限
前
に
て
入
札
之
事

但
し
其
の
日
欠
席
の
者
は
其
の
度
限
り
除
名
の

J

二
、
入
札
取
開
き
の
節
も
、
衆
人
眼
前
に
て
一
戸
長
取
行
ふ
可
き
い
下

14 近代数明j坊の判明ot,・-"". 
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近代都市行政機構の成立第一節

問
、
入
札
に
認
め
た
る
名
前
を
一
枚
宛
高
戸
に
呼
上
げ
、
開
戸
長
歎
又
は
書
記
役
の
者
書
mm
め
申
す
一
円
台
－
事

五
、
名
前
記
留
相
済
み
候
は
ば
、
名
前
の
多
少
を
取
調
べ
、
誰
某
は
幾
枚
と
公
ふ
事
を
滋
二
呼
上
げ
申
す
可
き
事

右
呼
上
げ
相
済
み
候
は
ば
、
落
札
最
も
多
き
を
初
筆
と
し
、
其
の
町
村
の
定
額
の
通
り
落
札
人
を
見
定
め
、
其
の
名

前
を
更
に
呼
上
げ
市
中
す
可
き
ふ
れ

く
じ

七
、
落
札
同
教
に
伎
は
ば
、
年
長
の
者
は
落
札
と
し
、
年
齢
同
様
に
伎
は
ば
閥
引
き
に
て
決
す
可
き
事

入
、
落
札
人
は
右
落
札
名
前
呼
上
げ
次
第
、
議
事
役
と
柏
心
得
ベ
き
事

九
、
議
事
役
名
前
相
定
め
候
は
ば
、
町
村
中
へ
掲
示
し
、
口
札

mm令
弁
び
に

へ
運
滞
無
く
山
中
出
づ
…
付
き
事

第
四
章

一
、
町
村
に
於
て
は
、
北
ハ
の
町
村
内
の
庶
務
を
議
定
す
る
其
の
段
、
大
略
左
の
加
し

ィ
、
町
村
内
の
旧
弊
を
除
き
開
化
を
進
む
る
事

口
、
町
村
内
問
用
の
多
寡
を
取
綴
る
ん
や

ハ
、
租
税
其
の
外
諸
公
費
の
帳
簿
を
検
寂
す
る
事

ェ
、
他
向
、
き
へ
対
し
一
町
村
の
名
義
合
以
て
原
告
叉
は
被
台
と
な
っ
た
る
詞
訟
の
事

ホ
、
一
戸
長
以
下
人
員
及
び
給
料
の
い
下

へ
、
小
学
校
の

ト
、
番
人
の
事

チ
、
民
会
議
事
役
選
挙
の

近代・現代日霊史綴N15 



リ
、
町
村
内
水
利
の
事

ヌ
、
同
道
路
橋
梁
の
本

ル
、
貧
民
弁
び
に
帰
結
の
者
処
分
の
本

ヲ
、
失
火
盗
賊
手
当
て
の
事

ヮ
、
町
村
借
金
の
本
弁
び
に
其
の
返
済
の
ポ

一
一
、
町
村
会
に
て
決
議
の
事
と
蛾
も
、
議
長
不
都
合
と
見
込
む
と
き
は
、
共
の
見
込
書
な
添
へ
県
令
へ
申
し
出
で
指
揮
を

侠
つ
べ
き
が

一
、
町
村
会
に
て
決
議
の
市
と
脈
も
県
令
よ
り
取
出
す
ム
ゃ
あ
る
べ
き
事

問
、
町
村
会
に
て
決
議
の
事
問
問
令
許
可
を
受
け
施
行
す
と
雌
も
、
御
布
令
御
規
則
山
山
で
後
之
に
抵
触
す
る
事
あ
れ
ば
速
や

か
に
改
む
べ
し
、
万

へ
の
筋
あ
る
時
は
、
其
の
次
第
柄
を
県
令
へ
同
社
内
状
す
べ
き
事

ま
た
、
明
治
九
年
九
月
に
神
田
県
令
の
跡
を
継
い
だ
森
岡
呂
純
権
県
令
も
、
間
年
十
二
月
に
は
、
全
文
三
五
条
か
ら
な
る
改

正
「
議
事
章
程
し
を
制
定
し
、
さ
ら
に
は
一
三
条
か
ら
な
る
「
会
議
節
目
」
を
制
定
し
た
。

民
会
開
設

の
医
難

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
そ
う
簡

mに
実
現
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
悶
町
村
が
依
然
と
し
て
そ

れ
な
り
に
機
能
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
次
の
二
つ
の
県
出
が
あ
っ
た
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
区
・
一
戸
長
の
「
官
吏
化
し
は
結
局
中
央
集
権
化
の
強
化
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
極

端
な
中
央
集
権
化
の
弊
容
を
、
中
央
政
府
に
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
時
の
内
務
卿
大
久
保
利
通
は
、
明
治
十

年

一
新
法
（
郡
区
町
村
編
制
法
・
府
県
会
規
則
・
地
方
税
規
則
）
制
定
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
地
方
之
体
制
等
改
正
之
儀
J

一
と

工6第一知 近代若君切j切の神戸



い
う
意
見
書
の
な
か
で
、
地
方
分
権
の
必
要
を
、

一
従
来
地
方
行
事
ノ
と
ニ
於
テ
住
々
奈
難
ノ
事
ヲ
糠
シ
、
現
一
一
或
数
府
県
下

一
一
於
一
ア
モ
兇
徒
蜂
起
シ
、
共
ノ
地
方
ノ
安
祭
ヲ
妨
害
シ
タ
ル
コ
ト
ア
サ
ノ
。
（
略
）
凡
ソ
地
方
ノ
京
、
其
ノ
行
政
権
ト
其
ノ
独
立
権

ト
ヲ
分
タ
ズ
、
皆
中
央
政
権
内
ニ
夜
一
ア
、
鎚
一
ア
数
々
タ
ル

ノ
為
シ
タ
ル
処
分
ノ
錯
誤
モ
或
ハ
中
央
政
権

小
官
吏
郎
チ

一
帰
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
り
い
（
『
大
久
保
利
通
文
書
』
）
と
、

の
過
失
が
い
ち
い
ち
中
央
政
府
へ
の
非
難
と
な
っ
て
跳
ね
返
っ
て

く
る
こ
と
の
弊
市
一
古
か
ら
説
い
て
い
た
。
縦
端
な
中
央
集
権
化
は
、
決
し
て
明
治
政
府
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
一
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
公
選
民
会
を
開
設
す
る
気
運
が
、
全
国
的
に
は
い
ま
だ
熟
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ

た
。
兵
隙
県
令
神
田
孝
一
千
は
、
以
上
の
兵
庫
県
に
お
け
る
公
選
民
会
開
設
に
向
け
て
の
努
力
を
踏
ま
え
て
、
神
奈
川
県
令
中
島

信
行
と
と
も
に
、
明
治
八
年
の
第
一
問
地
方
官
会
議
に
お
い
て
、
ご
く
控
え
目
に
で
は
あ
る
が
、
公
選
民
会
の
必
要
を
説
い
た
。

し
か
し
そ
れ
は
地
方
官
会
議
議
長
木
戸
孝
允
を
中
心
と
す
る
多
数
派
の
激
し
い
反
対
に
あ
い
、
あ
え
な
く
区
一
戸
長
会
を
も
っ
て

近代都市行政機構の成立

公
選
民
会
に
代
え
る
案
に
敗
北
し
て
し
支
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
敗
北
が
、
明
治
九
年
九
月
の
神
間
県
令
吏
迭
に
も
つ

な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

要
は
、
兵
庫
県
の
側
と
い
う
よ
り
も
中
央
政
府
の
側
に
、

い
ま
だ
府
県
・
区
・
町
村
の
地
方
行
政
区
間
と
し
て
の
十
全
の
発

展
を
保
障
し
て
い
く
だ
け
の
体
制
が
出
来
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
十
一
年
郡
区
町
村
一
綿
舗
法
・
府
県
会
規
則
・
地
方
税
規
則
の
い
わ
ゆ
る
一
一
一
新
法
が
制
定
さ
れ
る

三
新
法
と

神
一
戸
区

と
、
兵
隊
問
問
の
地
方
行
政
は
一
挙
に
そ
の
形
式
を
整
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第一節

ち
な
み
に
我
国
最
初
の
本
格
的
地
方
自
治
制
度
で
あ
る
…
一
一
新
法
に
は
次
の
よ
う
な
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
地
方
行
政
区

近代・現代歴史語道N17 



か
｝
「
住
民
枕
会
独
立
ノ
区
闘
い
と
「
行
政
／
区
画
し
の
ご
つ
の
質
素
に
分
解
し
、
町
村
は
単
な
る
「
住
民
社
会
独
立
ノ
一
弘
樹
＼

府
県
郡
区
は
「
住
民
社
会
独
立
ノ
区
間
」
で
あ
る
と
問
時
に
「
行
政
ノ
区
画
ヘ

と
い
っ
た
円
九
合
い
に
、

各
級
の
行
政
区
の
性

質
を
整
閣
止
し
ほ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
々
の
行
政
区
に
、

①
「
行
数
ノ
広
岡
L

（
問
問
家
行
政
単
佼
）
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
官
吏
に
よ
る
専
門
的
行
政
機
関
を
置
く
こ
と
を
、
③
「
住
民
社
会
独
立
ノ
民
間
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
選
代

表
機
関
を
お
く
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
合
理
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
知
事
県
令
お
よ
び

の
地
位
と
公
選

民
会
の
地
伎
を
行
政
区
内
部
で
適
度
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
知
事
県
令
・
区
戸
長
の
地
伎
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
綴

端
な
中
央
集
権
化
に
走
っ
た
り
、
公
選
民
会
合
｝
設
け
た
た
め
に
行
政
機
関
の
地
位
を
不
安
定
化
し
た
り
す
る
こ
と
を
、
極
力
問

避
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
二
新
法
の
制
定
は
、
先
の
兵
康
県
の
改
本
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
一
一
一
新
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
兵
庫
県
下
の
地
方
行
政
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
第
一
に
、
府
県
会
規
則
に
基
づ
き
改
め
て
兵
庫
県
会
が
設
位
さ
れ
た
。
神
沼
孝
一
半
、
が
民
会
設
詑
の
方
針
を
出
し
て
以
来

の
念
願
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
十

一
月
に
は
俗
郡
区
二
名
、
一
一
一
万
人
以
上
の
部
区
の
場
合
は
三
万
人
に

っ
き
一
名
指
、
定
数
七
閉
名
の
県
会
議
員
定
数
が
定
め
ら
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
最
初
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
十
四

年
四
月
に
は
太
政
官
布
告
第
八
号
区
郡
部
会
規
則
第
一
一
一
条
に
よ
っ
て
区
部
会
と
郡
部
会
の
分
離
が
図
ら
れ
、
a

良
部
二
一
名
、
部

部
七
一
一
名
の
定
数
が
定
め
ら
れ
た
。

第
二
に
、
明
治
十
一

都
が
設
耶
附
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
そ
の
一
区
と

月
、
従
米
の
区
が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に

い
う
の
が
神
戸
区
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
神
戸
と
兵
庫
と
を
空
間
的
に
連
続
さ
せ
た
、
後
の
神
戸
市
の
原
型
に
な

る
行
政
単
位
が
形
成
さ
れ
た
。

そ
し
て
各
部
匹
に
は
官
選
の
郡
長
・
区
長
が
授
か
れ
、
徴
税
・
徴
兵
・
教
育
・
訴
願
の
処
理
・
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の
枇
炊
飯
・
官
有
林
の
管
惣
な
ど
の
事
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

ち
な
み
に
初
代
神
戸
区
長
に
は
武
井
正
一
千
（
明
治
十
四
年
ま
で
）
が

就
任
し
、
そ
の
後
神
戸
市
に
な
る
ま
で
に
村
野
山
人
（
明
治
十
四
年
か
ら
十
八
年
）
、
渡
辺
弘
（
明
治
十
八
年
）
、
鳴
尚
幸
恭
（
明
治
十
八

年
か
ら
）
が
頗
次
そ
の
跡
を
襲
つ

さ
ら
に
問
月
二
討
に
は
区
会
規
則
が
改
め
て
制
定
さ
れ
、

神
戸
区
会
が
発
足
し
た
。

の
内
科
は
、
満
一
一

O
歳
以
上
の
男
子
で
区
内
に
本
籍
住
関
を
定
め
…
弘
内
に
お
い
て
土
地
家
屋
な
有
す
る
者
に
被
選
挙
権
が
、
満

一O
歳
以
上
の

で
夜
内
に
土
地
家
屋
を
有
し
区
内
に
本
籍
住
居
を
有
す
る
者
、

お
よ
び
三
年
以
上
連
続
的
に
容
隠
す
る
者

に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
町
村
に
戸
長
役
場
と
公
選
戸
長
が
陪
か
れ
た
。

た
だ
し
必
ず
し
も
ご
町
村
に
二
F
長
役
場
を
設
慨
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。

神
戸
戸
長
役
場
（
第
一
一
戸
長
役
場
・
北
長
狭
通
四
丁
目
）
、
仲
町
一
戸
長
役
場

と
り
わ
け
神
戸
区
に
お
い
て
は
、

（
第
二
戸
長
役
場
・
仲
町
通
一
一
一
了
日
）
、
兵
庫
一
戸
長
役
場
（
第
一
一
一
一
戸
長
役
場
・
小
物
陵
町
）
の
一
一
…
戸
長
役
場
に
整
理
統
合
さ
れ
た
。

ま
た
明

ム口
L
i

ゐ，
t
F

二
月
二
十
一
日
に
は
町
村
会
規
則
が
制
定
さ
れ
町
村
会
が
開
設
さ
れ
た
。
被
選
挙
資
格
、
選
挙
資
格
は
原
則
と
し
て

近代都市!ff政機構の成立

区
会
と
同
，
様
で
あ
っ
た
。

第一節

近代・現代

., 
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